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棒状コアを主体とする
1～5mm程度の石英脈を含む
所々にφ5～30mm程度の砂岩を捕獲する
33.55～33.75m間は破砕され細礫状コアと
なり風化によりやや軟質化している
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1～5mm程度の石英脈を含む
φ5～60mm程度の砂岩を捕獲する
亀裂は40～60°程度のものが多い
39.4～39.8m間は石英脈に沿った亀裂及び
水平方向の亀裂が集中しﾌﾞﾛｯｸ状コアとな
る
割れ目には暗灰色の風化粘土が少量付着
する
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所々にφ3～50mm程度の砂岩を捕獲する
亀裂は水平～80°程度のものが混在し、
亀裂面には鏡肌構造を示すものが多い
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III

亀裂多く短棒状～礫状コアを呈する
亀裂は40～60°程度のものが多いが所々
水平もしくは縦方向のものが混在する
47.4，48.4～48.7m間は亀裂密集し、礫状
コアとなる
割れ目は比較的新鮮である
1～10mm程度の石英脈を含む46.6～46.9m
付近には石英脈が密集する
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55.8～55.9m，57.1m，57.5m付近にφ10～
80mm程度の砂岩を捕獲する
56.3～56.5m間に砂岩の簿層を含む
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58.0～58.5m間は縦方向の亀裂が多く、礫
状コアを呈する　割れ目は比較的新鮮で
ある
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1～30mm程度の石英脈を所々に含む
亀裂は40～70°程度のものが多く、亀裂
面は鏡肌構造を示すが、比較的新鮮であ
る
64.4～65.0m，67.6～68.0m間は亀裂多く
短棒状～ﾌﾞﾛｯｸ状コアとなる
全体にφ5～40mm程度の砂岩を多く捕獲す
る
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短棒状～棒状コアを主体とする
1～5mm程度の石英脈を含む
所々に頁岩の簿層を挟む
87.6～88.0m，90.35～91.0m間は亀裂が密
集し短棒状～ﾌﾞﾛｯｸ状コアを呈する
亀裂面は比較的新鮮である
89.65m付近の亀裂面は若干軟質風化して
いる
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破砕されﾌﾞﾛｯｸ状～礫状コアを呈する
2～3cm程度の頁岩の簿層を含む
頁岩簿層部分は風化により軟質化してい
る
94.2m，94.4m，94.8～94.9m間の頁岩簿層
は風化により粘土化しており粘性は弱い
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縦亀裂多くﾌﾞﾛｯｸ状～礫状コアを呈する
95.5～95.9m間には砂岩を捕獲する
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短棒状～棒状コアを呈する
1～5mm程度の石英脈を含む
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98.15～98.35m間には頁岩の簿層を含む
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98.15～98.35m間には頁岩の簿層を含む
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99.7～99.9m間は破砕され風化し礫状～粘
土状コアを呈する　粘土化した部分の粘
性は低い
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短棒状～棒状コアを呈する
100.5～100.6m間には砂岩を捕獲する
亀裂は縦～80°，水平～30°程度のもの
が混在する
亀裂面は鏡肌構造を呈しているが概ね新
鮮である
103.5m付近の亀裂面には風化した黒灰色
粘土が付着する
106.0～106.8m間は亀裂が密集しﾌﾞﾛｯｸ状
コアとなる
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短棒状～棒状コアを呈する
106.8～109.5m付近までは細粒砂岩が主体
をなし、109.5～112.3m間は粗粒砂岩が主
体を成す
1～10mm程度の石英脈を含む
水平～20°程度の低角亀裂が多い
111.4～111.5m間は破砕され礫状となる
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短棒状～棒状コアを主体とする
亀裂面には鏡肌構造が認められる
112.9～113.2m，114.0～114.15m，115.0
～116.15m間は亀裂多くﾌﾞﾛｯｸ状～礫状コ
アを呈する
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破砕され礫状～粘土状コアを呈する　11
8.5～118.54m間は粘土化が著しく粘性も
強い
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棒状コアを呈する
石英脈もほとんど含まない
所々に粒状もしくは脈状の砂岩を捕獲す
る
亀裂面には鏡肌構造が認められる
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破砕されておりﾌﾞﾛｯｸ状～細礫状コアを呈
する
石英脈を多く含む
割れ目は風化により軟質化している箇所
が多い
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棒状コアを主体とする
1～15mm程度の石英脈を含む
132.4～132.9m，135.0～137.0m間は亀裂
が密集しﾌﾞﾛｯｸ状～礫状コア主体となり一
部細礫化している
全体的に70～80°程度の高角亀裂が多い
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III

III

145.2～147.0m間は亀裂が多くﾌﾞﾛｯｸ状コ
アを主体とする
145.2～149.2m間には緑色～緑灰色頁岩を
ﾌﾞﾛｯｸ状～脈状に多く含む
149.2m以深にも緑色～緑灰色頁岩を脈状
に含む
所々に粒状の砂岩を含む
1～30mm程度の石英脈を含む
亀裂は50～80°程度のものが多く、亀裂
面は鏡肌構造を呈している
153.7m以深は緑色～緑灰色頁岩の含有率
が高くなり一部では緑灰色頁岩主体とな
る
158.5～163.0m付近では緑灰色～灰色頁岩
が主体となる
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159.7～160.0m，160.4～161.0m間は亀裂
が密集し縦亀裂も発達するためﾌﾞﾛｯｸ状コ
アを主体とする
所々に1～30cm程度の緑色～緑灰色頁岩脈
を含む
1～20mm程度の石英脈を含み、一部には石
英脈が密集する箇所も認められる
亀裂は40～70°程度のものが多い
所々にφ10～40mm程度の砂岩を捕獲する
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80°～縦方向の亀裂が多い
短棒状コアを主体とするが、178.0～178.
8m間は亀裂が密集しﾌﾞﾛｯｸ状主体となる
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-189.59

-192.99

187.00
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193.30
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198.75
199.00

199.55

205.00
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210.00

短棒状コアを主体とする
緑灰色頁岩を脈状に多く含む
40～80°程度の石英脈を挟む
石英脈に沿った40～80°程度の亀裂が多
く、亀裂面には鏡肌構造が認められる
185.2～185.4m，185.8～185.92m，186.4
～186.6m間は亀裂が多く破砕されており
礫状コアを呈する
全体に砂岩を脈状、粒状に捕獲している

A

～

B

II

～

III

a

～

b

α

～

β

1

～

2

破砕されﾌﾞﾛｯｸ状～礫状コアとなる
脈状に砂岩、石英、緑灰色頁岩を含む
188.0～188.8m間はコア流出

黒

灰～

暗

緑

灰

B

～

C

IV b β 2

短棒状～棒状コアを主体とする
192m付近までは70～80°程度の高角亀裂
が多く、亀裂面には鏡肌構造が認められ
る
192m以深は30～40°程度の低角亀裂が多
くなり、亀裂面に鏡肌構造は認められな
い
所々に砂岩を捕獲する

A～

B

II～

III

a～

b

α～

β

1～

2

破砕されており、礫状コアを呈する
亀裂面は風化変質しており軟質となる
緑灰色頁岩、砂岩を脈状に挟む
193.33～193.38m，195.4m，195.6m，195.
8m付近は風化著しく粘土化している

頁

岩

黒

灰

D～

E

IV～

V

b～

c

γ～

δ

2～

3

短棒状コアを主体とする中粒～粗粒砂岩
所々に石英脈を含む
197.5～197.7m間は破砕されﾌﾞﾛｯｸ状コア
を呈する

砂

岩

暗

灰
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III
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α
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破砕作用により岩片状コアを呈する頁岩 黒灰 B

～

C
III

～

IV
b

～

c
β

～

γ
2

～

3
破砕作用によりﾌﾞﾛｯｸ状～礫状コアを呈す
る

砂岩 暗灰
B～

C

III～

IV

b～

c

β～

γ

2～

3

短棒状～棒状コアを主体とする
亀裂は所々に縦方向の亀裂が認められる
が30°～水平方向の亀裂が主体となる
所々に粒状～簿層状に砂岩を捕獲する
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短棒状コアを主体とする
205.4～205.65m間は破砕され礫状となっ
た頁岩を挟む
石英脈を多く含む
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暗
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III
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～

b
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石英脈を多く含む
207.15～208.6m間は破砕されブロック状
～細礫状を呈し、一部風化変質により粘
土化している
40°程度の亀裂が多い
所々に砂岩を捕獲する
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